
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 学 校 名       関市立武芸川中学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月２日（土）・１１月１６日（土）・１１月２８日（木） 
 

実 施 概 要 
 

①  校内マラソン大会：校区内の一般道路を使用し、マラソンを実施 
②  武芸川オープンスクール（OS）：保護者、地域の方にオープンスクールを公開 
③ 児童会生徒会交流会：小中の児童会生徒会の活動交流、地域の方々に公開 

 
実 施 内 容 

 

学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   □文化   □産業   レその他  

公開の方法 
 □授業公開 レ成果発表 レ交流活動 レ講演会等 
 □地域行事等参加 レその他 

 
来 校 者 数 
 

保 護 者 約①80 ②30 ③10人 
計   約 ２００  人 

地域関係者 約①30 ②10 ③40人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
実 施 状 況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 校内マラソン大会 
（１）期日 平成２５年１１月２日（土） 
（２）内容 
 ・男子１１．８㎞ 女子６．８㎞を走りきる。 
 ・ＰＴＡ、地域の方々のボランティアにより交通安全指導、給水サービ

ス、コース周辺での応援が行われた。 
２ 武芸川オープンスクール（OS） 
（１）期日 平成２５年１１月１６日（土） 
（２）内容   
 ・武芸川オープンスクールとして行った「職業を持つ人と語る会」を保 

護者、地域の方々に公開した。 
 ・語る会の全体会終了後、武芸川青少年健全育成協議会主催の「挨拶 

標語の表彰」をした。小学生・中学生・保護者・一般の方々が表彰 
された。 

３ 児童会生徒会交流会 「聞いてください、私たちの取り組み」 
（１）期日 平成２５年１１月２８日（木） 
（２）内容   
 ・校区の小中学生がそれぞれの学校の児童会生徒会活動を、保護者や地 

域の方々に発表した。挨拶運動や仲間の良い行動をみんなで認め合う 
活動などの発表が多かった。 

・発表後には、お互いに質問や感じたこと、今後に生かしたいこと、ア 
ドバイスを出し合った。地域の方からの感想もいただいた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
成果及び課題 
 
 

○「校内マラソン大会」では、参加した生徒全員がゴールすることができた。そ
の頑張りの姿を多くの保護者や地域の方々に見ていただくことができた。保護
者や地域の方々から多くの応援があり、生徒たちにとって大きな励みとなった。
また、交通安全指導や給水活動のボランティアの呼びかけをしたところ、多く
の保護者の協力を得ることができた。 

○「職業を持つ人と語る会」では、親子で職業について考えることができ、職業
選択の参考にすることができた。また、地域の方にも参加していただいたこと
により、学校でのキャリア教育の取り組みを理解してもらうことができた。 

○「児童会生徒会交流会」では、各校の自慢できる実践を発表することで、互い
に学び合うことができ、今後の活動に生かそうと意欲が高まった。また、地域
の方々に学校での取り組みや頑張りを理解してもらうことができた。 

●地域の自然や歴史、文化などを学んだり、ふるさとのよさに気付いたりする活
動や行事を取り入れていく必要がある。 

 

  


